






























































































































































19）　洪武 2年（1369 年）（『景徳鎮陶録』），洪武 35年（1402年）（『江西大志』），宣徳元年（1426年）など諸説あり．
20）　喩（2003）p.275によれば，1546年各省に焼成費用として銀 11万両の徴収を追加したが，すぐに使いきったという．
21）　明末期の資料「天工開物」によれば，カオリンの発掘から窯焚きまで 72の作業工程に分かれていた．
22）　碟陽県に 64名，余干県に 36名（後にこの県は砂土夫の免除を府に告げ，許された），楽平県に 38名，浮梁県に



























































































































































































景徳鎮の人口は約 162万人 41），市街地人口は約 50万人で，8万人以上が陶磁器業に携わってお
り 42），工場は大小合わせると 5千以上に及ぶ 43）．大半が小規模企業で，中規模以上の企業は 100社弱，
総従業員数は 10万人を超えており，陶磁器産業生産高は 200億元を超える見込みである 44）．景徳鎮
市瓷局 45）によれば，市の経済活動の約 3割が陶磁器によるものだという 46）．中国全体では 2011年に日















 　また，景徳鎮の陶磁器を扱う「ル・ノーブル」（本社：京都府長岡京市）によれば，製造工場 2千社以上，人口 50
万人のうち約 10万人が磁器関連の仕事に携わっている．




























































2013年には 10月 18日の開幕式だけでも約 5,000人の来賓が入場している 54）．2004年以来，これまで








53）　済龍 China Press  2012年 10月 19日
54）　開幕式のみ入場券が必要となる．











































































































































































































































立地 工房数 生産方式 製品種類 中心市街との距離
樊家井 約 400 手工 中・低級倣古磁器 市内
筲箕塢 約 300 手工 中・低級倣古磁器 市内
老鵜灘 約 30 手工 象嵌細工磁器，磁板 約 2㎞
李家坳 約 20 手工 高級倣古磁器 約 3㎞
里村 約 200 手工 大型倣古磁器 約 1㎞
鳳凰山 約 40 手工 素地，観賞用磁器 約 3㎞
西瓜州 約 40 半機械・半手工 日用磁器 すぐ
石岑・紅源 約 30 半機械・半手工 日用磁器 約 5～10㎞
官庄 約 20 半機械・半手工 日用磁器 約 10㎞

















出身地域（県・市） 景徳鎮との距離 専業の製品 当該製品におけるシェア
都昌 90㎞ 粉彩，五彩 約 30%
鄱阳 75㎞ 人形粉彩 約 15%
楽平 30㎞ 花鳥粉彩 約 30%
撫州 180㎞ 元時代染付 約 10%
豊城 250㎞ 低音釉三彩 約 50%






























































































































































































Industrial Cluster of Porcelain in Jingdezhen by the perspective of innovation process
Yuko Oki
ABSTRACT
The history of Jingdezhen porcelain can be traced back over 1900 years to the Han Dynasty. Through consistent 
innovation in the creation of ever more beautiful products at the government run and private sector porcelain furnaces, 
Jingdezhen succeeded in becoming the world center for porcelain production. In this traditional craft cluster, a high degree 
of division of labor had been introduced to increase the efficiency of mass production. Following a long absence because of 
the Great Cultural Revolution, Jingdezhen has again started to produce artistic porcelain, in addition to the mass produced 
daily tableware and industrial products. A joint collaboration between government and private sectors is attempting to 
restore Jingdezhen as the world center of porcelain production. In this paper, the historical and present situations in 
Jingdezhen are analyzed from the viewpoint of the innovation process in the cluster.

